
 

 

 
 

 

“新しい美濃和紙への挑戦” 

 ～１３００ years of history meets modern～を開催します 

財団法人岐阜県産業経済振興センター(岐阜市)では、「ＴＡＫＵＭＩ工房 県民ギャラ

リー」(JR 岐阜駅・アクティブＧ)において、“新しい美濃和紙への挑戦”～１３００ years 

of history meets modern～を開催します。 

 今回は、大垣市出身の作家で、現代のライフスタイルに合ったデザインの和紙・和紙照

明を手掛けている長谷川 滋之
しげゆき

さんの作品を紹介します。                   

 美濃和紙は１３００年もの歴史と伝統を有していますが、現在では、ライフスタイルの

変化により、和紙の需要と供給が減少しています。      

このような状況の下、長谷川さんは、美濃市の若手の手漉き和紙職人や、和紙関係者と

連携して、国の「伝統的工芸品」にも指定されている美濃手漉き和紙を、国内のみならず

海外にも向けて発信していく活動に力を入れています。 

 会場では、イタリア・ミラノで発表した和紙照明作品等を展示するとともに、木をモチ

ーフにした美濃和紙商品を販売します。 

この機会に、是非、今までにないひと味違った和紙照明をご覧下さい。                     

                                                        
 

１ 期 間  平成２２年３月１日（月）～３月１０日（水） 

         １０：００～１９：００ （最終日は１７：００まで） 

                        

２ 場 所  ＪＲ岐阜駅・アクティブＧ ３階 県民ギャラリー   ★入場無料  

        （岐阜市橋本町１－１０－１）             

 

３ 主 催  （財）岐阜県産業経済振興センター 

４ 企 画   長谷川 滋之  
         【プロフィール】 

・１９７２年  大垣市生まれ 

           ・１９９９年  ワシントン州立大学インテリアデザイン科卒業（アメリカ） 

           ・２０００年  メサナ・オーロークアーキテクツ インターンシップ（ニューヨーク）  

           ・２００１年  Ｓcandinavian Ｃollection（東京）    

           ・２００５年  Ｓhige Ｈasegawa Ｄesign 設立（東京）                 

          【 賞 】 

          ・１９９９年 全米木製家具デザインコンテストファイナリスト（アメリカ）ほか、旭川等多数 

           【展覧会】 

       ・２００８年 Ｍilano Ｓalone Ｓatellite 2008Ｓakura 出展（ミラノ）ほか、パリ等多数 

【デザイン】 

           ・２００９年 Ｕndercover Ｗashi rose Ｌe Klint(デンマーク）ほか、イタリア等多数 
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